
 

（別紙様式） 

 

【アクションプログラムに基づく個別の取組み】            都留信用組合 

 

項  目 

 

1. 事業再生・中小企業金融の円滑化 

 (4) 担保･保証に過度に依存しない融資の推進等 

   ①担保･保証に過度に依存しない融資の推進等 

 

 

現状の分析及び評価 

 

・ 当組合貸出金の担保、保証等の構成比は下記の通りです。 

貸出金担保別構成比      単位 ％ 

 14 年度 15 年度 16 年度 

預金、不動産他 78.83 77.38 75.77 

信用保証協会他 12.80 14.98 16.08 

信 用 8.35 7.62 8.13 

 

・ 15 年度に山梨県信用保証協会と提携して、事業先への無

担保・無保証融資を発売しました（一先上限・10,000 千

円）。17 年 3 月末現在、415 先・1,381,635 千円の残高と

なっております。 

・ 短期運転資金については、資金繰り実績表、受注工事一覧

表、キャッシュフロー表等を重視して審査し、融資の推進

を図っております。 

・ 融資審査が不動産、保証重視から営業キャッシュフロー、

及びその技術力を主眼とすることに取り組んでおります。 

・ 上記貸出金担保別構成比通り、不動産担保等に依存しない

融資の推進は、一定の評価が得られるものと認識しており

ます。 

取組方針 

及び目標 

・ 不動産担保、保証に過度に依存しない融資をさらに促進す

るための手法を研究いたします。 

・ ＣＲＤ（中小企業信用リスクデータベース）の活用など、

スコアリングモデル（信用リスク調査採点表）について研

究いたします。 

計画 

（ 目 標 設

定を含む） 

 

具体的取組策 

 

・ ローンレビュー（日常の融資債権の事後モニタリング）の

徹底を図り、キャッシュフロー重視の融資審査を推進いた

します。 

・ 企業の財務力を調査して、財務諸表の精度が相対的に高い

中小企業に対する無担保・無保証の融資商品を開発いたし

ます。 



 

１７年度 ・ 17 年上期に、山梨県信用保証協会と提携して、財務デー

タ等をスコアリングしての無担保・無保証融資を開発いた

します。 

・ 17 年下期は、上記新商品を 1,000,000 千円の目標として

実行いたします。 

・ 貸出稟議書にキャッシュフロー計算書、資金繰り表、受注

工事明細を添付して、充分なチェック態勢の下に不動産、

保証人に頼らない短期融資を推進いたします。 

１８年度 

 

 

・ 17 年発売商品の継続推進。目標 1,000,000 千円。 

・ 企業の財務諸表に基づいた無担保・無保証融資をプロパー

融資にも取り入れて推進いたします。 

・ ローンレビューの徹底により、新規設備融資の推進を図り

ます。 

 

実施スケ

ジュール 

（参考） 

１９年度以降 

・ 財務諸表に基づいた、融資限度額、レート決定システムの

研究、検討を継続します。 

 

推進態勢 

 

・ 18 年業績評価基準に、新商品の実行額を点数化して評価

します。 

 

推進統括部署 『融資部』 

関連部署   『経営企画部』『営業推進部』 

推進責任者  常務理事 

責任者補佐  融資部長 

 

備考 
 

 

 

常 務 理 事

融 資 部

審 査 担 当 企業支援室 

営業推進部 

経営企画部 


